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Nishime

西目

　

昨
年
は
、
大
雨
被
害
、
記
録
更
新
の
猛
暑
障
害
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響
に
よ
り
、
原
料
・
資
材
、

生
活
用
品
な
ど
す
べ
て
が
高
騰
し
、
生
産
者
の
生
産

意
欲
の
低
下
が
強
く
懸
念
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
農

業
者
の
減
少
、
高
齢
化
の
進
行
、
担
い
手
不
足
は
、

遊
休
農
地
の
増
加
、
生
産
基
盤
の
荒
廃
を
も
た
ら
し

地
域
の
維
持
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で
す
。
ま
た
、

熊
の
出
没
警
報
で
人
身
被
害
が
異
常
な
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。
辰
年
は
、
景
気
が
上
が
り
、
豊
作
と
な
る

こ
と
に
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

は
、
農
地
を
守
り
食
料
供
給
の
た
め
関
係
機
関
、
団

体
と
協
力
し
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
発
行
に
あ
た
り
、

ご
寄
稿
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
衷
心
よ
り
感
謝
い
た

し
ま
す
。　
　
　
　
　

  　
（
委
員　

大
瀧  

浪
雄
）

こ
う
と
う

▼

本殿前 手水舎 龍の吐水口

森子大物忌神社  （森子八乙女下） は、 近年、 高校バスケットボール

が題材のアニメ映画 「THE FIRST SLAM DUNK」 の中に登場

する神社の風景にそっくり！ と話題になっているスポットです。

ザ・ファースト  スラムダンク

家族でさつまいも掘りに挑戦！

◆
広
報
委
員

　
大
瀧   

浪
雄

　
吉
尾   

麻
美

　
小
松   

　
健

　
伊
藤   

直
子

　
佐
藤   

源
樹

　
伊
藤   

　
剛

　
豊
島   

靖
喜

　
齋
藤  

　 

衛

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
由
利
本
荘
市
内
各
エ
リ
ア
か
ら
注
目
の
話
題
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
回
は
「
西
目
地
域
」
か
ら
開
催
イ
ベ
ン
ト
、
新
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ー 

あ
き
た
お
い
も
さ
ん
ち
開
業

ー 

あ
き
た
お
い
も
さ
ん
ち
開
業

美
味
し
さ
と
技
術
で
日
本
を
元
気
に

美
味
し
さ
と
技
術
で
日
本
を
元
気
に

ゆりべこちゃんも新年の

五穀豊穣、 景気回復を祈願

ゆりべこちゃんも新年の

五穀豊穣、 景気回復を祈願

明るい未来の目標…⁈の巻

ちゃん ねる

目標地図 現況地図

こ
こ
の

エ
リ
ア
は

ウ
チ
の

法
人
に

ま
か
せ
な
！

ま
だ
ま
だ

若
い
モ
ン
に
は

負
け
ん！

規
模
拡
大
し
て

こ
こ
を
や
る
ぞ
い！

ま
だ
ま
だ

若
い
モ
ン
に
は

負
け
ん！

規
模
拡
大
し
て

こ
こ
を
や
る
ぞ
い！

今
年

移
住
し
て

き
ま
し
た
。

少
し
ず
つ

農
地
を
増
や
し
た
い
わ

素
晴
ら
し
い
情
熱！

こ
の
地
域
の

未
来
は
明
る
い
ぞ！

…

っ
て
、

何
じ
ゃ

こ
り
ゃ
〜！

できあがった目標地図…？

地
域
の
話
し
合
い
中…

地
域
の
話
し
合
い
中…

⬅

な
る
ほ
ど
〜

お
〜 耕

作
者
が

バ
ラ
バ
ラ
の
農
地

を
ま
と
め
て

効
率
的
な
農
業
を

め
ざ
す
の
が

地
域
計
画
の
目
的

の
ひ
と
つ
な
ん
だ
。

地
域
の
話
し
合
い

が
重
要！ 　

令
和
５
年
10
月
21
日
に
、

道
の
駅
に
し
め
周
辺
の
さ
つ

ま
い
も
畑
50
㌃
で
『
さ
つ
ま

い
も
ま
つ
り
』（
観
光
協
会

西
目
支
部
主
催
）
の
芋
掘
り

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
家

族
連
れ
が
さ
つ
ま
い
も
掘
り

に
挑
戦
し
、
収
穫
の
感
激
に

大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　

食
と
農
、
農
地
を
守
り
次

世
代
へ
繋
ぐ
、
体
験
型
の
イ

ベ
ン
ト
は
、「
農
」の
重
要
性

を
現
地
で
学
べ
る
場
と
し
て
、

と
て
も
有
意
義

な
こ
と
と
思
い

ま
し
た
。

い
ま
す
。
地
元
の
耕
作
者

か
ら
も
仕
入
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
店
内
で
は
「
さ

つ
ま
い
も
パ
イ
」や「
ほ
し

い
も
」
な
ど
、
さ
つ
ま
い

も
を
加
工
し
た
商
品
が
多

数
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

   （
担
当
委
員  

齋
藤  

衛
）

　

西
目
地
域
の
㈱
秋
田
ニ
ュ
ー

バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム
で
は
昨
年
、

秋
田
県
産
さ
つ
ま
い
も
加
工
場
・

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
『
あ
き

た
お
い
も
さ
ん
ち
』
を
道
の
駅

に
し
め
近
く
に
開
業
し
ま
し
た
。

　

耕
作
地
約
３
㌶
に
は
、
紅
あ

ず
ま
、
紅
は
る
か
を
作
付
し
て
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【
会
長
】

　
　
冨
　
樫
　
公
　
一
（
本
　
荘
）

【
会
長
職
務
代
理
者
】

　
　
佐
　
藤
　
喜
　
勝
（
岩
　
城
）

【
農
業
委
員
】
　
　※

議
席
番
号
順

　
　
佐
　
藤
　
　
　
崇
（
鳥
　
海
）

　
　
小
　
松
　
　
　
健
（
東
由
利
）

　
　
齋
　
藤
　
　
　
誠
（
西
　
目
）

　
　
庄
　
司
　
和
　
夫
（
由
　
利
）

　
　
佐
々
木
　
　
　
亨
（
大
　
内
）

　
　
伊
　
藤
　
直
　
子
（
大
　
内
）

　
　
菅
　
原
　
文
　
克
（
本
　
荘
）

　
　
板
　
垣
　
利
　
明
（
本
　
荘
）

　
　
三
　
浦
　
幸
　
夫
（
大
　
内
）

　
　
吉
　
尾
　
麻
　
美
（
岩
　
城
）

　
　
巴
　
　
　
　
　
寛
（
由
　
利
）

　
　
佐
　
藤
　
源
　
樹
（
鳥
　
海
）

　
　
佐
　
藤
　
榮
　
一
（
矢
　
島
）

　
　
畑
　
山
　
留
美
子
（
矢
　
島
）

　
　
佐
々
木
　
　
　
剛
（
大
　
内
）

　
　
伊
　
藤
　
　
　
剛
（
由
　
利
）

　
　
加
　
藤
　
三
　
敏
（
大
　
内
）

　
　
大
　
瀧
　
浪
　
雄
（
本
　
荘
）

　
　
佐
々
木
　
純
　
一
（
本
　
荘
）

　
　
小
　
野
　
晃
　
一
（
東
由
利
）

　
　
豊
　
島
　
靖
　
喜
（
矢
　
島
）

　
　
真
　
坂
　
和
　
都
（
鳥
　
海
）

【
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
】

　
　
　
　
　
　
　
　※

地
域
毎
五
十
音
順

　
　
伊
　
藤
　
一
　
正
（
本
　
荘
）

　
　
猪
　
股
　
寿
　
人
（
本
　
荘
）

　
　
金
　
　
　
清
　
二
（
本
　
荘
）

　
　
大
　
門
　
　
　
護
（
本
　
荘
）

　
　
本
　
間
　
　
　
初
（
本
　
荘
）

　
　
佐
　
藤
　
角
　
栄
（
矢
　
島
）

　
　
佐
　
藤
　
博
　
美
（
矢
　
島
）

　
　
新
　
田
　
富
士
雄
（
岩
　
城
）

　
　
吉
　
田
　
真
　
大
（
岩
　
城
）

　
　
五
十
嵐
　
幸
　
司
（
由
　
利
）

　
　
庄
　
司
　
昭
　
一
（
由
　
利
）

　
　
長
谷
川
　
智
　
明
（
由
　
利
）

　
　
伊
　
藤
　
美
惠
子
（
大
　
内
）

　
　
菊
　
地
　
裕
　
子
（
大
　
内
）

　
　
佐
々
木
　
髙
　
志
（
大
　
内
）

　
　
畠
　
山
　
　
　
実
（
大
　
内
）

　
　
遠
　
藤
　
良
　
夫
（
東
由
利
）

　
　
古
　
関
　
幸
　
子
（
東
由
利
）

　
　
齋
　
藤
　
　
　
衛
（
西
　
目
）

　
　
三
　
浦
　
善
　
信
（
西
　
目
）

　
　
赤
　
川
　
　
　
隆
（
鳥
　
海
）

　
　
梶
　
原
　
昌
　
章
（
鳥
　
海
）

　
　
三
　
舩
　
勘
　
一
（
鳥
　
海
）

本年もどうぞよろしくお願いします
農業委員・農地利用最適化推進委員一同

　石沢地区では、関係者が参集し、地域農業者協
議会が開催されました。協議会では、今後の農地
の担い手について話し合いが行われ、地区の農業
委員・農地利用最適化推進委員が、タブレットを
活用し、農地の情報提供を行いました。

地域農業者協議会（石沢地区）8/9
　８月から９月にかけて市内全域で農地パトロー
ル（利用状況調査）を実施しました。農地パトロー
ルは、農地法第30条に基づき、農地利用状況の確認、
遊休農地の実態把握、違反転用の発生防止・早期発
見を目的に、年１回実施することとなっています。

農地パトロール（利用状況調査）８～９月

　矢島日新館において農業者との意見交換会を開
催、地元矢島地域農業者によるパネルディスカッ
ションを行いました。限られた時間でしたが農業
者からは農業、農地利用の将来に対する率直な意
見が寄せられました。

農業者等と農業委員会との意見交換会（矢島）9/15
　潟上市かたりあんにて秋田県農業委員会大会が
開催され、委員、推進委員22人が出席、席上、全
国農業新聞表彰が行われ、普及に顕著な成績をあ
げたとして本委員会が表彰されました。本大会は
農業委員会の使命と役割を再確認する目的に開催
されています。

秋田県農業委員会大会（潟上市）11/4

農業委員会の活動日記から農業委員会の活動日記から
農業委員、農地利用最適化推進委員の主な活動から紹介します。

タブレットを活用した話し合い炎天下の中での農地パトロール

活発な意見を交わしたパネルディスカッション使命と役割を再確認した大会

由
利
本
荘
市
農
業
委
員
会

　
　
　
会
　
長
　
冨
　
樫
　
公
　
一

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
本
市
農
業
委
員
会
の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
記
録
的
な
猛
暑
に
よ
り
、
農
畜
産
物
に
多
大
な
被
害
を
受
け
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

全
国
的
な
被
害
で
あ
り
、
激
甚
災
害
だ
と
指
摘
す
る
声
も
出
た
く
ら
い
で
す
。

　
さ
て
、
年
も
越
え
全
国
の
米
の
収
穫
量
が
把
握
さ
れ
る
と
、
主
食
米
の
品
薄
感
が
顕
著
に
な

り
、
米
の
取
引
価
格
が
上
昇
し
て
き
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
60
キ
ロ
当
た
り
一
万
円

を
切
る
ま
で
下
落
し
た
生
産
者
米
価
が
少
々
上
昇
し
て
も
農
家
経
営
を
大
き
く
助
け
る
ま
で
は

い
か
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
不
作
の
年
は
、
過
去
に
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
声
高
ら
か
に
発
言
さ
れ
た
の

は
、
食
糧
安
保
に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
言
う
声
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
声
が

長
く
続
か
な
い
と
い
う
繰
り
返
し
で
し
た
。
戦
後
か
ら
続
く
安
全
保
障
条
約
に
お
け
る
国
民
運

動
に
比
較
し
て
も
、
同
じ
安
保
運
動
な
の
に
、
こ
う
も
雲
泥
の
差
が
つ
い
て
い
る
こ
と
に
ガ
ッ

カ
リ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
、
食
糧
安
保
に
緊
張
感
を
持
ち
継
続
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

飢
え
と
い
う
も
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
国
民
の
大
き
な
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
大
き
な
課
題
山
積
の
中
、
私
た
ち
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
農
地
、
農

村
地
域
を
守
る
べ
く
、
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
、
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

国史跡鳥海山 森子大物忌神社（社殿は国登録有形文化財）は、鳥海山信仰における滝沢修験の活動拠点で秋田杉に囲まれた境内が、修験の聖地と
しての雰囲気に満ちています。毎年４月に行われている例大祭では、 氏子若者が神輿を担ぎ、約300段の参道を一気に登り切る姿が圧巻です。

※農業者年金に加入される方は、国民年金の付加年金（付加年金保険料 月額400円）への加入が必要です。
※農業者年金と国民年金基金（旧みどり年金含む）および個人型確定拠出年金（iDeCo イデコ）とは重複加入できません。

こちらから「農業者年金」のしくみを
動画（YouTube）でご覧いただけます

▲

農業者年金制度について 若年層には、保険料の
国庫補助による政策支援が
あります。1. 積立方式 加入者や受給者数の影響を

受けない 安定した年金制度

保険料が全額
　　　　社会保険料控除の対象

※もしも８０歳の前に亡くなられた場合は
　死亡一時金があります。

2. 終身年金

農業者年金への加入要件に加え、
一定の要件を満たす
20歳～39歳が対象です。
詳しくは、お問い合わせください。

農業者年金で安心豊かな将来を！農業者年金で安心豊かな将来を！

上記の要件を満たす方ならどなた
でも加入できます

年間60日以上
農業に従事

国民年金第１号
被保険者

国民年金の保険料納付免除者を除く

20歳～65歳未満
60歳以上は

国民年金の任意加入被保険者



農業者の思いを込めた提案書を提出

農
業
委
員
に
聞
く

新 春
座談会

〈由利〉
巴  　寛 委員

農業（稲作）

ともえ　　　ひろし

〈大内〉
佐々木  剛 委員

農業（稲作、
　　　ミニトマト）

さ　さ　 き　  つよし

〈鳥海〉
真坂  和都 委員

農業、スクールバス
の運転手〈夏〉、除雪
車のオペレーター〈冬〉

ま  さか　 かず  と

　

昨
年
８
月
１
日
、
農
業
委
員
会
改
選
が
行
わ
れ
、
新
農
業
委
員
24
人
を

湊
市
長
が
任
命
、
ま
た
新
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
23
人
が
冨
樫
公
一

会
長
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
今
の
率
直
な
気
持
ち
を
冨
樫
会
長
と
任
命
さ
れ
た
新
農
業

委
員
３
人
に
お
聞
き
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
座
談
会
形
式
に
再
編

集
し
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

冨
樫
会
長　

本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
ま
ず
は
農
業
委
員
を
希
望
し
た
理

由
を
お
願
い
し
ま
す
。

巴
寛
委
員　

前
農
業
委
員
に
推
薦
さ
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

真
坂
和
都
委
員　

父
が
生
前
委
員
を
や
っ

て
い
た
の
で
、
ど
の
様
な
仕
事
を
し
て
い

た
の
か
興
味
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

佐
々
木
剛
委
員　

友
人
、知
人
に
勧
め
ら
れ
、

自
分
も
地
域
の
農
家
の
手
助
け
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。

（
以
下
、
会
長
、巴
、
真
坂
、
佐
々
木
に
省
略
）

　

会
長　

農
業
委
員
会
の
印
象
、

委
員
と
し
て
の
や
り
た
い
こ

と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

真
坂　

知
ら
な
い
地
名
や
圃

場
が
多
数
あ
り
、委
員
を
や
っ

て
い
な
け
れ
ば
踏
み
入
る
こ

と
も
な
か
っ
た
と
思
う
と
、

特
殊
な
仕
事
な
ん
だ
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
農
業

も
例
外
で
は
な
く
、
近
々
借

り
手
も
な
く
、
耕
作
放
棄
地

が
増
え
る
で
し
ょ
う
か
ら
、

若
い
方
が
参
入
し
や
す
い
環

境
作
り
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。

佐
々
木　

農
地
法
や
最
適
化
活
動
な
ど
い

ろ
い
ろ
難
し
い
内
容
が
多
く
大
変
な
仕
事

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
身
近
な
所
で
も
農

家
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
に
伴
い
耕
作

放
棄
地
、
遊
休
地
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す

の
で
少
し
で
も
減
ら
せ
れ
ば
、と
思
い
ま
す
。

巴　

私
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
事
で
い
っ
ぱ

い
で
す
ね
。
農
業
委
員
と
し
て
５
か
月
過

ご
し
て
い
ろ
い
ろ
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

委
員
と
し
て
思
う
の
で
す
が
、
市
の
農

業
で
、
あ
ま
り
金
銭
が
か
か
ら
な
く
、
後

継
者
が
楽
し
く
な
る
様
な
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
か…

。

　
会
長　

今
、
巴
委
員
よ
り
市
の
農
業
の
未

来
に
つ
い
て
不
安
と
い
い
ま
す
か
、
意
見

が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
思
う
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

佐
々
木　

山
間
部
、
未
整
理
の
田
ん
ぼ
の

受
け
手
が
な
か
な
か
い
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
意
欲
あ
る
人
が
耕
作
で
き
る
よ
う
な

こ
と
を
国
、
県
、
市
で
考
え
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
た
と
え
ば
、も
っ
と
補
助
金
支
給
す
る

よ
う
な
制
度
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

真
坂　

集
落
営
農
組
合
や
農
業
法
人
が
設

立
し
て
も
、
次
世
代
に
引
き
継
げ
ず
に
解

散
し
て
い
る
組
織
が
多
い
気
が
し
ま
す
。

経
年
に
よ
る
機
械
の
劣
化
等
経
費
の
補
助

や
助
成
な
ど
将
来
に
不
安
の
少
な
い
営
農

が
で
き
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思

い
ま
す
。

会
長　

委
員
の
皆
さ
ん
に
は
ご
報
告
し
て

お
り
ま
す
が
、
先
般
、
市
長
お
よ
び
議
長

に
「
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
に
関

す
る
提
案
書
」
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。

毎
年
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い

た
だ
き
、
会
長
名
で
提
出
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
日
頃
か
ら
問
題
や
意
見
を
考
え
て

い
た
だ
い
て
、
提
案
書
作
成
時
に
お
知
ら

せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
事
務
局
、

対
応
願
い
ま
す
。

事
務
局　

分
か
り
ま
し
た
。
時
期
に
な
り

ま
し
た
ら
お
伝
え
し
ま
す
。

　
会
長　

さ
て
８
月
に
農
業
委
員
の
皆
さ
ん

か
ら
新
し
く
会
長
に
選
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
か
ら
こ
ん
な
農
業
委
員
会
に
し
て

欲
し
い
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
欲
し
い
、
な

ど
な
ん
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ひ
と
こ
と

あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

巴　

先
ほ
ど
後
継
者
が
楽
し
く
な
る
様
な

こ
と
は
な
い
か
、
と
話
し
ま
し
た
が
、
若

者
の
た
め
農
業
が
楽
し
く
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
考
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

真
坂　

私
も
同
じ
で
す
。
若
い
人
が
魅
力

を
感
じ
る
農
業
、
新
規
参
入
者
な
ど
が
頼

り
に
し
や
す
い
委
員
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

佐
々
木　
私
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
委
員

に
な
っ
て
半
年
に
も
な
り
ま
せ
ん
が
、
ま

だ
ま
だ
勉
強
不
足
な
の
で
、
今
後
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
楽
し
く
農
業
が
で

き
れ
ば
よ
い
の
で
す
が…

。

　　
会
長　

巴
委
員
、
真
坂
委
員
、
佐
々
木
委

員
の
意
見
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
の
が
、

楽
し
い
農
業
が
で
き
る
施
策
を
望
ん
で
い

る
と
感
じ
ま
す
。

　

経
営
者
も
後
継
者
も
楽
し
く
農
産
物
生

産
に
励
む
に
は
、
所
得
の
向
上
が
あ
っ
て

こ
そ
の
も
の
で
し
ょ
う
。
ど
ん
な
に
規
模

を
拡
大
し
て
も
儲
か
ら
な
け
れ
ば
意
欲
も

減
退
し
ま
す
。
額
に
か
く
汗
が
正
当
な
金

額
で
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
経
営
努
力
の
ひ
と
つ
が
、
生
産
者
自
身

の
直
売
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
然
な
が

ら
、課
題
も
山
積
し
、メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ

ト
が
存
在
し
ま
す
。
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
を
見
据
え
た
工
夫
が
大

切
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
消
費
者
の
皆
さ
ん

に
は
、
農
産
物
が
工
場
生
産

の
よ
う
に
は
生
産
、
供
給
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
を
深
く

ご
理
解
し
て
頂
き
た
い
も
の

で
す
。

　　　
会
長　

そ
れ
で
は
新
年
で
す

の
で
、
活
動
以
外
の
話
題
を
。

　

毎
日
お
忙
し
い
皆
さ
ん
で

す
が
、
日
々
の
気
分
転
換
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
の
気
分
転
換
は
ド
ラ
イ

ブ
と
映
画
鑑
賞
で
す
。
ド
ラ

イ
ブ
は
年
中
で
す
が
、
映
画

鑑
賞
は
農
閑
期
で
あ
り
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

で
の
外
国
映
画
専
門
で
す
。

佐
々
木　

同
じ
く
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。
特
に

秘
湯
温
泉
め
ぐ
り
が
い
い
で
す
。

巴　

ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞
と
自
宅
の
亀
を
見
に

く
る
孫
に
会
う
こ
と
で
す
。

真
坂　

番
楽
の
稽
古
を
見
守
る
こ
と
で
す
。

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
本
海

獅
子
舞
番
楽
猿
倉
講
中
の
代
表
を
務
め
て

お
り
、
昨
年
よ
り
小
学
生
に
伝
承
を
始
め

ま
し
た
。
11
月
に
は
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た

「
ふ
る
さ
と
鳥
海
の
会
」
で
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
長　

気
分
転
換
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、

無
理
せ
ず
日
々
の
農
業
委
員
活
動
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
長　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
農
業
委
員

活
動
に
限
ら
ず
日
々
家
族
の
方
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
で
す
の
で
率
直
な
気
持
ち
を
お

願
い
し
ま
す
。

巴　

い
つ
も
理
解
し
て
、
い
ろ
ん
な
事
を

さ
せ
て
も
ら
い
あ
り
が
た
い
で
す
。

佐
々
木　

い
つ
も
様
々
な
仕
事
を
頑
張
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

真
坂　

い
ろ
い
ろ
な
役
職
を
受
け
、
家
を

空
け
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
都
度
送
り
迎

え
を
お
願
い
し
て
お
り
大
変
迷
惑
を
か
け

て
お
り
ま
す
。
気
持
ち
は
若
い
つ
も
り
で

も
体
は
確
実
に
弱
っ
て
い
る
の
で
、
健
康

に
留
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
長　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
任
期
は
３
年
で
す
が
振
り
返
る
と

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
ま
す
。
今
年

は
地
域
計
画
の
素
案
作
り
と
い
う
大
き
な

業
務
も
ひ
か
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
活
動
が
よ
り
よ
い
農
業
委
員
会
活

動
に
、
そ
し
て
農
地
の
有
効
活
用
に
繫
が

り
ま
す
。
健
康
に
気
を
付
け
、
と
も
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

夢
と
現
実
の
間
で
の

　
　
　
　

  

委
員
活
動

所
得
の
向
上
が
励
み
の
ひ
と
つ
に

活
動
の
源
は

　
　

 

気
分
転
換
か
ら

家
族
の
協
力
が
大
き
な
力

委
員
意
見
を
市
に
提
案

楽
し
い
農
業
が
で
き
る
施
策
を

由利本荘市  農業委員会だより5 あなたと農地。 4

「農地等利用最適化推進施策に関する提案書」 ―市長・議長へ提出―
　令和５年10月30日、農業委員会の喫緊の課
題である「農地の集積・集約化」、「担い手の確
保育成・経営対策」などを盛り込み、委員全
員協議会において決議した提案書を、会長、
会長職務代理者、各委員長が市長および市議
会議長へ提出いたしました。
　22項目にわたるその内容は、いずれも農業
者が直面している重要案件。厳しい財政状況
ではありますが、一つでも多くの実現に向け
た支援に期待したいところです。

新新
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由利本荘市  農業委員会だより7 あなたと農地。 6

ダ
メ
！

 
　
農
地
の
違
反
転
用

ダ
メ
！

 
　
農
地
の
違
反
転
用

頑張る営農者

 

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
で
使
用
(転

用
)
す
る
こ
と
は
農
地
法
で
厳
し
く
規

制
さ
れ
て
お
り
、
自
己
所
有
の
農
地
で

あ
っ
て
も
農
地
法
に
基
づ
く
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
住
宅
を
建
て
る
、
農
業
用

施
設
を
建
て
る
、
樹
木
を
植
林
す
る
、

太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
す
る
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

農
地
の
状
況
や
転
用
目
的
に
よ
っ
て

は
、
許
可
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
を
経
な
い
で
転
用
す
る
と
違

反
転
用
と
な
り
、
適
正
な
農
地
へ
の
復

元
を
速
や
か
に
実
施
し
な
い
場
合
に
は
、

原
状
回
復
命
令
等
の
行
政
処
分
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
罰
金
が
適
用
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
農
地
を
転
用
し
た
い

場
合
は
、
ま
ず
は
農
業
委
員
会
ま
た
は

各
総
合
支
所
庶
務
班
(
産
業
建
設
課

内
)ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

野内守情報局 野内守情報局

宮本  雅俊 さん
みや もと　   まさ とし

本荘地域 浜松町（34歳）

大内地域で花き栽培

農業にチャレンジ!

　
「
自
然
と
の
戦
い
」
農
業
を
語
る

上
で
こ
の
文
言
は
欠
か
せ
な
い
。
毎

年
の
様
に
降
る
数
十
年
に
一
度
と
い

わ
れ
る
豪
雨
、
か
と
思
え
ば
降
ら
な

い
雨
、
異
常
な
ま
で
の
高
温
、
台
風
。

　
自
然
界
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
ま
ぐ

れ
が
農
業
者
を
振
り
回
す
。
た
っ
た

一
日
、
た
っ
た
半
日
の
出
来
事
が
全

て
を
台
無
し
に
す
る
こ
と
も
ざ
ら
に

あ
る
。

　
そ
れ
で
も
諦
め
る
こ
と
は
な
い
。

そ
れ
ほ
ど
「
農
業
」
と
い
う
世
界
は

魅
力
と
夢
に
あ
ふ
れ
、
そ
し
て
少
し

の
意
地
が
私
を
惹
き
付
け
る
。

　
農
業
を
志
し
た
の
は
大
学
時
代
。

「
地
域
振
興
と
農
業
」
を
研
究
す
る

中
、
多
く
の
農
業
者
と
の
出
会
い
が

あ
っ
た
。
巧
み
な
経
営
手
法
を
目
の

当
た
り
に
し
、
そ
の
世
界
へ
と
強
く

惹
か
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
そ
の
経
験
か
ら
、
私
が
経
営
に
お

い
て
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が

「
販
売
」
。
花
き
を
中
心
に
販
路
を

拡
大
、
直
接
取
引
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
で
は
秋
田
県
内
の
他
、
他
県
へ

の
販
路
を
得
る
こ
と
が
で
き
取
引
本

数
も
毎
年
増
加
し
て
い
る
。
取
引
先

か
ら
品
質
や
単
価
の
評
価
を
直
接
も

ら
え
る
こ
と
が
自
信
に
つ
な
が
り
励

み
に
も
な
る
。

　
生
産
、
規
格
の
打
ち
合
わ
せ
、
配

達
、
ク
レ
ー
ム
処
理
ま
で
一
手
に
引

き
受
け
て
い
る
た
め
、
時
間
的
制
約

が
多
く
大
変
だ
が
楽
し
さ
を
感
じ
な

が
ら
仕
事
が
で
き
る
事
が
嬉
し
い
。

　
明
確
な
将
来
の
目
標
は
ま
だ
な
い
。

今
は
自
分
の
生
産
品
を
購
入
し
て
く

だ
さ
る
方
々
の
期
待
に
し
っ
か
り
応

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　   

（
担
当
委
員
　
伊
藤
　
直
子
）

　

平
成
16
年
に
設
立
し
、
約
20
年
が

経
つ
笹
子
セ
ン
タ
ー
フ
ァ
ー
ム
。
農

業
委
員
会
だ
よ
り
平
成
26
年
７
月
号

で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら

10
年
で
受
託
面
積
を
６
㌶
増
や
し
て

い
ま
す
。
地
域
農
業
の
核
と
し
て
頑

張
り
続
け
る
同
法
人
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
法
人
化
し
よ
う
と
し
た
目
的
や
経

　
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
　
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
核
に

　
農
家
個
々
の
作
業
を
集
約
す
る
目

　
的
で
、
近
隣
の
集
落
と
協
議
を
し

　
て
法
人
化
し
ま
し
た
。

　◆
ど
の
よ
う
な
作
業
を
行
っ
て
い
ま

　
す
か

　
　
秋
の
収
穫
作
業
を
中
心
に
刈
り

　
取
り
か
ら
調
整
・
出
荷
ま
で
行
っ

　
て
い
ま
す
。
　

　◆
設
立
当
時
と
現
在
の
違
い
は
あ
り

　
ま
す
か

　
　
高
齢
化
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
将
来
の
担
い
手
の
育

　
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　◆
受
託
面
積
は
ま
だ
増
や
す
こ
と
が

　
で
き
ま
す
か

　
　
増
や
す
こ
と
は
可
能
で
す
が
、

　
籾
殻
の
処
分
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

◆
今
後
の
夢
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か

　
　
当
地
区
も
再
基
盤
整
備
す
る
こ

　
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多
角
的
な

　
経
営
に
向
け
日
々
努
力
し
て
い
ま

　
す
。

◆
こ
れ
か
ら
農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

　
よ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
へ
メ
ッ

　
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
農
業
に
は
無
限
な
夢
が
あ
り
、

　
多
岐
に
わ
た
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

　
る
職
業
で
す
。

　   

（
担
当
委
員
　
佐
藤
　
源
樹
）
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